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 要旨 
 脳は神経細胞同士の刺激のやり取りを通した神経結合の強度変化により、神経
回路の構造を変化させることで記憶を形成していると考えられている。神経回路
モデルの研究では、脳の様々な機能を再現するために、このような結合の強度が
変化する性質がよく用いられる。神経回路モデルの研究の一つに連想記憶がある。
連想記憶では、一度の刺激入力でそれに対応した記憶を繰り返し行う性質がある。
また、神経回路の自己組織化もよく研究されている。自己組織化とは教師無し学
習により、似た刺激に反応する細胞同士が場所的にも近いところに集まるように
設計された階層型ネットワークである。 
 自己組織化をニューロン単位の神経回路モデルで実現したものに矢野のモデル
がある。このモデルでは細胞間の結合の強度を細胞同士の距離に応じた値に設定
する方法で、自己組織化を行い、脳の似た刺激に反応する細胞同士は場所的にも
近いところにあるという局在性を実現している。このモデルの問題点として、長
時間の学習を行わせると組織の構造が無くなってしまうことがあげられる。 
 本研究では連想記憶と自己組織化を組み合わせたとき、記憶がどのように形成
されるか、またその情報はどのような表現となるのかを調べることを目的とする。
自己組織化では細胞間の距離に応じて細胞同士の刺激伝達にかかる時間を設定す
る。自己組織化に入力する情報として連想記憶による記憶の想起を用いている。
連想記憶は記憶を想起させると細胞が順番に活動する。連想記憶には、細胞の活
動順番である時系列の情報と、どの細胞が活動しているかという空間的な情報が
含まれており、その二つを獲得する神経回路モデルを提案する。 
 本モデルでは集団発火型二層ユニットと呼ぶ、複数の細胞を一つの集団とした
ものを用いている。これにより脳の持つ似た情報に反応する細胞は空間的に近く
に配置されるという局在性を実現すると共に、生理学的データなどによく用いら
れる集団の細胞の発火頻度との対応付けができるようになると考えている。 
 以上のような構造を持つモデルをコンピュータ上に実装し、その挙動を分析す
ることで、 
・ 長時間の学習を行った場合の、記憶構造の安定性 
・ 入力される情報内の時間的な情報の獲得 
・ 入力される情報内の空間的な情報の獲得 
・ 記憶している情報に似た情報への反応 
・ 空間的情報を分散させて記憶することによる、障害に対する強固性 
という特徴を、本モデルが実現していることを確認した。 
 
